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ア人文学の系譜学研究団」は、10人の教授らが参加して、
近代以降の東アジア三国（韓・中・日）の人文学が近代
以前の東アジア人文学とどのようにつながっていたか、
西洋の近代人文学が東アジアへどんな経路を通じて受容
されたか、近代以降の東アジア人文学がお互いどんな関
係をもって発展してきたかなどを研究する計画である。
これをもって、東アジア人文学の系譜を描き、現在の東
アジア人文学の地形を捉えて、未来の東アジア人文学の
進むべき方向を摸索しようとする。本研究団の事業は、
2012年から2016年まで5年間展開される予定であり、
歴史・哲学・宗教学などの分野から様々な専攻者らが参
加している。「東アジアの文化表象研究団」は、東アジ
ア三国の文化表象の形成過程、そしてその共通点と差異
点などを明らかにすることを課題としている。本研究団
は、これから3年間「東アジアの民族、国家、地域文化
の表象」、「東アジアの日常生活文化の表象」、「東アジア
の文化芸術の表象」というテーマで、年次的に研究を進
める予定である。本研究団には、13人の研究者らが参
加している。

■ 沿革

　本研究所は、1974年に漢陽大学校附設の「国学研究院」
として出発し、1982年に「韓国学研究所」へ改称して
から、2009年 9月には「東アジア文化研究所」に拡大・
再編した。東アジア文化研究所へ改称したのは、2008
年度に漢陽大学校の特性化事業の一環で、本研究所の「東
アジア文化ネットワーク研究団」が選定されたことと関
係して、研究所の研究領域を東アジアの文化研究へ本格
的に拡張するためであった。

■ 事業

　東アジア文化研究所は、次のような事業を展開してい
る。1）東アジア文化と韓国文化についての研究及び教育、
2）学術誌、学術叢書、資料叢書などの刊行、3）各種の
学術会議、ゼミナール、講演会などの開催、4）国内外
の各学会、研究機関との交流・協力、5）その他、東ア
ジア文化、韓国文化の研究に必要な事業などである。 

■ 研究叢書の出版

　本研究所は、「韓国学研究叢書」として、『韓国近代初
期における開化思想の研究』、『18世紀における朝鮮知
識人の文化意識』、『19世紀における知識人の文化地図』
などを発刊した。最近は、そのタイトルを「東アジア文
化研究叢書」に変えて、『旅行の発見、他者の表象』な
どを刊行している。また、学術誌として『韓国学論集』
を発刊してきたが、2009年度からこれを『東アジア文
化研究』に変えて、現在まで50集を発刊した。

■ 研究

　本研究所では、2008年から4年間にかけて大学の支
援を受けて、東アジア文化の交流及び比較研究のための
「東アジア文化交流ネットワーク研究団」を発足し、朝
鮮通信使、燕行使に関する研究、そして旅行記、漂流記、
見聞録などに関する研究を進行してきた。
　また、2012年には「東アジア人文学の系譜学研究団」
と「東アジアの文化表象研究団」を組織した。「東アジ
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神奈川大学 21世紀 COE研究成果叢書（神奈川大学評論ブックレット）
『神奈川大学評論ブックレット』のシリーズとして、『神奈川大学21世紀COE研究成果叢書』を刊行し
ました。本叢書は、21世紀COEプログラム『人類文化研究のための非文字資料の体系化』の成果を研
究担当者の単著として、わかりやすく簡明にまとめたものです。
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菊池勇夫『菅江真澄が見たアイヌ文化』

中村政則『オーラル・ヒストリーの可能性
－東京ゴミ戦争と美濃部都政』

福田アジオ『名所図会を手にして東海道』

北原糸子『メディア環境の近代化－災害写
真を中心に－』

菅江真澄自身がアイヌ文化に対してどのような関心や眼
差しを持っていたのか明らかにしながら、真澄の記述と
図絵によって十八世紀末頃の道南アイヌの生活文化の具
体相を読み解いてみようと思う。－「はじめに」より

文献資料（専門書、体験記、日記、新聞など）とオーラル・
ヒストリーの方法を併用し、高度経済成長期の東京都に
おけるゴミの処理・処分に関する紛争を浮き彫りにする。

『東海道名所図会』が描いた各地の生活・生産場面を重
点的に取り上げ、十八世紀末の東海道沿いの生活を、絵
引きの方式によって生き生きと蘇らせる。

明治中期、映像で災害を捉える時代が開かれた！災害の
実態写真などを紹介しながら、伝え手とその受け手も含
め、その時代の情報空間を考える。
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